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蛋白分画用コントロール血清  『分画トロール 常光』 

使用説明書 
 

 

電気泳動による蛋白分画は、自動化が進み均一な泳動像が得られるようになり、コンピュータによる病態解析７）も導入されるように

なって来ました。蛋白分画の精度管理用コントロール血清に求められる品質は、自動化に対応できる明瞭な分画が得られる他、異常分

画が出ないことなどが必要条件になっています。 

『分画トロール 常光』ノーマルは、健常ヒト血清から脂質を除去し真空凍結乾燥したもので、セルローズアセテート膜電気泳動用と

して、特にシャープできれいな泳動像が得られ、また“にごり”がないよう厳選されたコントロール血清です。アブノーマルは、ノー

マル同様脱脂した健常ヒト血清に精製したヒトＩｇＧを添加して真空凍結乾燥したコントロール血清です。 

（株）常光では、インターネットのホームページにおいて、ＥＬＰフォーラムの症例検討会の結果や、電気泳動法を用いた臨床検査

に関する学術情報の提供などを公開しておりますので、ご活用下さい。 

ホームページ   https://www.jokoh.com 

 

『分画トロール 常光』の特長 
 

１) 厳選した健常ヒト血清（ノーマルの場合）から脂質成分を除去し、真空凍結乾燥したもので、長期間安定性があります。 

２) アブノーマルには、精製した IgG が添加してあります。 

３) 分画がシャープですので、安定したデータが得られます。 

４) 溶解後の“にごり”が無いので、塗布残りがありません。 

５) 蛋白分画用に 0.5ml×10本と使い易い包装となっています。 

 

『分画トロール 常光』を使用し管理出来る主な項目 
 

１)「x－Ｒ」管理図から異常のチェック･･･ 正確度・精密度が一度にチェックできる。 

２) 塗布位置の管理･････････････････････ 塗布位置の値から塗布点のずれを確認する。 

３) 塗布量の管理･･･････････････････････ 塗布量の多すぎ、少なすぎによる値の変動をチェックする。 

４) バッファ、染色液の交換時期･････････ 泳動展開距離が短い。分画がシャープでない。アルブミンの値が異常に低い。色調がな

んとなく薄い等をチェックする。 

５) デンシトメトリーが正しいか･････････ デンシトメータのチェック｡“0”ベースの取りかたの間違い、透明化後の上に乗せるル

ミラーの傷などをチェックする。 

６) 全自動装置の場合の日常の管理･･･････ バッファ・染色液の交換時期を知る。機器の安定性を知る。 

 

 

蛋白分画の精度管理の前に 
 

① 標準操作法について（用手法） 

電気泳動学会では、標準操作法１）を制定しています。また電気浸透現象のないセルローズアセテート膜の普及によりその標準操作

法の見直しの議論もあります８）。 

イ) 緩衝液：ベロナール・ベロナールナトリウム緩衝液。pH：8.6 、μ：0.06～0.07 

ロ) 展開距離：3～4cm 

ハ) 血清の塗布量：デンシトメトリー用 0.4～0.8μL/㎝ 

ニ) 染色：ポンソー3R（ClNo.19155）２、３）を 6%のトリクロル酢酸に溶かしたものに 1分 30秒～3 分間染色。 

ホ) 脱色：1～3％酢酸水溶液で洗液が着色しなくなるまで脱色。 

 

② デンシトメトリー４） 

イ) デンシトメータ検定用フィルムで、基準値に対し 1%以上差がないこと。 

ロ) 干渉フィルターや光源の劣化のチェック。 

ハ) デンシトメータの操作に間違がないか。“0 ベース合わせ”ルミラーに傷がないか。 

 

  



   

   

   

以上は操作法の主な点ですが、特に用手法で一般的な泳動槽を用いる場合、次の条件をお奨めします。 

１) 塗布量：セレカの場合 0.6～0.8μL/cm 

２) 展開距離：通常 3～3.2cm（左記以上の展開距離ではブリッジの濾紙へ、プレアルブミンが流れる事があります）。 

展開距離は、泳動時間や室温ばかりでなく、バッファのイオン強度（古くなったり、使いすぎたバッファで泳動すると展開距離

が短くなる）を考慮する必要があります。 

３) 染色時間：染色液の染色能によるが、通常３分間をお奨めします。 

染色時間が短いと、データにバラツキを生じることがあります。 

 

なお全自動電気泳動装置をご使用の施設は、これらの測定条件はほぼ満足されているものと考えます（それぞれの装置の説明書でご

確認下さい）。 

精度管理プログラムがある場合は、それぞれの装置の説明書を御覧下さい。全自動電気泳動装置の場合でも、下記事項については留

意して下さい。 

イ) 血清皿への血清サンプリング量は、一定にした方が良い。 

ロ) 塗布チップは、柔らかい歯ブラシで時々掃除した方が良い。 

ハ) セルローズ膜もロット差があるのでロット毎に差を確認した方が良い。 

ニ) 染色液にポンソーＳ液やイオン強度の低いバッファを使用した装置もあるので、その参考分画値は別途当社の支店営業所に 

お問い合わせください。 

各分画の見方、臨床的意義などは、参考文献５）、６）を参照して下さい。 

 

 

蛋白分画の精度管理の実際 
 

電気泳動学会誌に、血清蛋白分画の精度管理法について詳しく報告されています９）。そこには「蛋白分画検査が臨床的により有用で

あるためには、泳動像の異常パターンの検索とその臨床的意義の解明、および、定量した分画値の信頼性の向上が重要となる。とくに、

分画パーセント値は、各種疾患の診断支援のために日常的に利用される医療情報であり、施設内・施設間における信頼性が保証されて

いなければならない。」と述べられています。また、精度管理については「日間・日内の両誤差を前提とした x-Rs-R 管理図法は、蛋白

分画の精度管理に有用であり、適切な管理限界の設定や要因ごとの変動幅の推定なども可能である。また、本来は本管理図法を用いて

各分画のそれぞれを管理することが望ましいが、簡略化する場合は分画判別性能を考慮し、最低でも Alb、α1、α2-glo およびβ、 

γ-glo 分画の中からそれぞれ１種類の分画は日々管理する必要があろう。」と述べられており、当社でも本分画トロールを使用して少

なくとも Albとγ分画の精度管理は日々実施して頂きたいと考えております。 
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【 規 格 】 

成分 ： 正常ヒト血清（一部の脂質成分は除去）を凍結乾燥したもの 

保存法 ： 冷暗所で 2～8℃にて保存 

安定性 ： 溶解後は冷暗所保存「2～8℃」で約 5日間 

室温保存「20～25℃」で約 20時間 

使用法 ： 1瓶にホールピペットで正確に 0.5mLの蒸留水を加えて、 

約 20分間放置してから静かに混和し溶解して使用する。 

強く振って泡立てないように注意のこと。 

包装 ： 0.5mL×10本／箱 
 
 ※注意：コントロール血清の取扱には、検体と同じ注意を払ってください。 

 

 

 

 

分画トロール測定結果 Web入力及び集計結果閲覧方法について 
 

１、測定結果入力 

 

① https://www.jokoh.com/gaibu.htm URLにアクセスして下さい。  
 
② 画面上、測定結果入力の「入力フォーム」にカーソルを合わせてクリックして下さい。 
 
③ 入力画面が出ますので施設名、分画トロール種類、ロット番号、各分画値（平均値）を入力し送信を

クリックして下さい。 
 
④ 画面が変わり「回答を記録しました。」と表示が出れば終了です。               

入力後に編集及び別の入力（ノーマル／アブノーマル）を行う場合は、画面上の項目に合わせクリッ

クして下さい。（以下③、④です） 

 

 

２、集計結果閲覧 

 

① https://www.jokoh.com/gaibu.htm URLにアクセスして下さい。 
 
② 画面上、集計結果閲覧の「フォーム」にカーソルを合わせてクリックして下さい。 
 
③ ノーマル／アブノーマルのロット番号をクリックしますと、前月末までの集計結果が表示されますの

で、各ご施設の結果と照合してご参照ください。 

 

 

お問い合わせ先 

 

株式会社常光 サービスパーツセンター 
 
TEL ０４４－８１１－９２１１（代表） 
 
FAX ０４４－８１１－９２０４ 

 


